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公益社団法人日本看護協会（会長：福井ト

シ子、会員 76 万人）は 4 月 15 日、文部科学

省の瀧本寛初等中等教育局長に令和 4 年度予

算・政策に関する要望書を提出しました。 
近年、10～14 歳の自殺率が増加し、予期せ

ぬ妊娠や 15 歳未満の出生数の高止まり、女

子の痩身傾向児の低年齢化などが課題になっ

ています。 
今回の要望では、小・中学校における健康

教育を充実させるため、学校指導要領に健康リテラシーに関する内容を規定するととも

に、体制を整備する際は、看護職を活用していただきたいと要望しました。さらに、小・

中学校や特別支援学校に在籍する医療的ケア児の数は年々増加し、対応が必要になる一

方で、学校で医療的ケア児を支援する看護師の配置状況が十分でない状況をあげ、その

理由に法律に学校配置の看護師等の明記がないことも一因だと説明し、さらなる体制整

備を要望しました。 
瀧本局長は「与党議員らが、医療的ケア児へ必要なサポートをするための人員確保に

向け、今国会に法案を提出するための党内審議を進めていると理解している。その他の

さまざまな問題提起も受け止めており、日本看護協会と協力をしながら引き続き取り組

んでいきたい」と述べ、また、「小・中学校の学習指導要領は改訂したばかりなので、す

ぐに見直すのは難しいが、子どもたちが身を守るために必要な性教育などを伝えるには、

どのような方法がよいかしっかり議論しなければならない」との意向を示しました。 
報道関係の皆さまにおかれましては、各要望の趣旨をご理解いただき、さまざまな機

会にご紹介くださいますようお願い申し上げます。 

 
文部科学省初等中等教育局へ要望書を提出 

学校で医療的ケアに関わる 

看護師等の確保を要望 

《要望事項》 
1. 小・中学校における健康教育の充実 
2. 学校で医療的ケアを安全に実施するための体制整備 

瀧本局長に要望書を手渡す福井会長(左) 



文部科学省初等中等教育局長

洗本寛殿

令和4年度予算・政策に関する要望書

学童・思春期は、10~14歳の自殺率が増加、予期せぬ妊娠、15歳未満の出生数の高止

まり、女子で痩身傾向児の低年齢化等の課題が挙げられています。

「成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する基本的な方針」では、学童

期・思春期に、科学的根拠に基づいた健康に関する正しい知識を身に付けること、自身の

心身の健康に関心を持つことは、生涯の健康づくりのための行動変容に向けた大事な一歩

となると明記され、小・中学校での健康りテラシーを溜養する体制整備が求められます。

また、小・中学校や特別支援学校に在籍する医療的ケア児数は年々増加し、文部科学

省では医療的ケア児を受け入れるための体制整備が進められています。しかし、学校で医

療的ケア児を支援する看護師の配置や処遇・待遇は十分とは言えません。

以上より、令和4年度予算案等の編成にあたっては、特に以下の事項にっきまして必要

な施策等の実現を図られますよう、格別のご高配を賜りますよう要望します。

公益社団法人

会長

令和 3年4月15日
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要望事項

小・中学校における健康教育の充実

学校で医療的ケアを安全に実施するための体制整備
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